
現年分 滞納分 合計 （単位：円）
調定額（現年・滞納）
収入実績
徴収率 96.16% 15.08% 83.62%

【 指 標 】

計　　　９０．００％

２． 実績(成果）

・引き続き、年間を通しての対面による納付依頼の強化し、納付対策に取り組みま
す。

全体 37
個別 08-01

市営住宅使用料の徴収率
現年分 96.16　　％
滞納分 15.08  　％
計　　 83.62  　％

管 理 課

№ 項 目 市営住宅使用料未収金の縮小

【 内 容 】
市営住宅家賃滞納整理事務要綱に基づき未収額の縮小に努めます。

25,504,280 164,928,480

現年分　９８．５０％
滞納分　４２．２５％

市営住宅使用料

平成２９年度 ［ 建 設 部 ］

134,063,900 3,845,600 137,909,500

目標の成果

課　名

１．

139,424,200

・滞納者に対し、文書による督促事務を行い、納付依頼を実施致しました。また、
個別訪問による徴収も実施しております。
・督促文書送付で未払い者（退去者問わず）に対し、訪問・文面による納付確約又
は連帯保証人へ納付指導を行いました。
以上の事務の徹底により、長年徴収できていなかった退去滞納者へコンタクトをと
り、滞納額が徐々に減ってきたのは一定の前進と考えます。

４． 今 後 の 展 開

３． 評 価 △

組 織 目 標



平成29年度12月末設計書作成件数及び予定額（工事）
　　　10 件　　683 百万円　　《100％目標》

２．

　公共工事の早期着工に努めることにより、市の経済流通の初動を促進し、市民生
活の活性化とともに、早期完成によって市民の生活基盤の底上げを図ります。

　組織目標に掲げた設計書作成件数につきましては、委託及び工事ともに、目標以
上の成果をあげることができました。また、発注額につきましても、委託・工事と
も、目標額を上回ったほか、８月と１０月に発生した災害（２件）への対応も行っ
ており、目標を上回る成果であったと考えます。繰越事業費も、大型事業（国内ﾀｰ
ﾐﾅﾙﾋﾞﾙ建設など）がある中で、前年より減少しています。
　参考として、昨年度の総発注件数（委託及び工事）１１４件中依頼関係が６８件
あり、うち６１件を１２月末までに発注しています。

　公共工事の早期着工に努めることにより、市の経済流通の初動を促進し、市民生
活の活性化とともに、早期完成によって、市民の生活基盤の底上げを図るものであ
ることから、今後におきましても早期発注、早期完成に努めます。

今 後 の 展 開

平成29年度12月末設計書作成件数及び予定額（測量・調査・設計）

（測量・調査・設計）
　　平成29年度12月末設計書作成件数　　　　14 件
　　平成29年度12月末発注額　　　　　　　　61 百万円

（工事）
　　平成29年度12月末設計書作成件数　　　　22 件
　　平成29年度12月末発注額　　　　　　　 798 百万円

　※災害発生件数　道路1件、河川1件　　査定額　160 百万円

◎

組 織 目 標

実績(成果）

３． 評 価

１．

目標の成果

４．

【 指 標 】

課　名 建 設 課

　　　 6 件　　 45 百万円　　《100％目標》

【 内 容 】

公共工事の早期発注、早期完成に努めます。

］建 設 部［平成２９年度

項 目

全体 38
個別 08-02

№


